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序 章 研究史の回顧と問題設定 
  第一章 朱子学における「原理論」と「修養論」の受容と変容をめぐって－朱子学 
中心時代をめぐって－ 
  第二章 朱子学における仏教批判の受容と変容 
  第三章 山鹿素行における異端対策の成立 
  第四章 山鹿素行における「日本中朝主義」とその形成 
  第五章 山鹿素行における法治思想の形成－『韓非子』の受容を手掛かりにして 































































ぐって」に関する学位論文審査は、2015 年 2 月 20 日（金）15:00～17:00、セミナー室 2-9
で行われた。学位論文審査委員として、主査である姜克實（日本史）、ほかに遊佐徹（中国
文学）、出村和彦（倫理学）、本村昌文（日本思想史）の計 4 名が参加した。 
まず論文提出者より論文の概要について、研究成果を中心に述べてもらい、各審査委員
からの質疑応答がなされた。 











4、1～3 の成果を通して、近世日本、とりわけ 17 世紀日本における中国明代の思想からの
影響の大きさを指摘し、今後の近世日本思想史研究における重要な視座を切り開いたこ
と。 
 
上記のほか、審査委員からは決して理解しやすいとはいえない素行の著作を丹念に読み
解き、中国思想との比較検討を通して考察し、素行の思想の論理構造を整理・叙述した点
が高く評価された。 
以上の高い評価の反面、審査委員より、①素行の思想の論理構造の分析に留まり、当時
の社会の中で位置づけるまでには至っていないこと、②①と関連してこれまでの研究で注
目されてきた素行の思想における武士論や兵学の側面を捨象して論を進めていること、③
素行の読んだ中国関係の資料の全体との比較検討にまでは至っていないこと、などの課題
も指摘された。これらの課題は残すものの、本論文は独自の視点と丹念な史料解釈に基づ
き、多くの新知見を提示している。さらに、こうした課題については、論文提出者がすで
に確かな研究の構想を有しており、今後の研究の進展により近い将来解決されるであろう
ことが質疑応答を通して確認された。本論文が斯学の発展に寄与するところが大きいこと
は、審査委員の一致した意見である。 
以上より、本論文の提出者は博士の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
 
